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はじめに

東京都は、花粉を多く飛散させるスギ・ヒノキ林等の伐採と、花粉の少ないスギ等の苗
木の植栽により、森林の循環を促進し、花粉の発生源対策と木材の安定供給を図って
います。 これにより多摩地域では、毎年50 ha規模のスギやヒノキなどの苗木が新たに
植えられています。この苗木 を加害する主な野生動物はニホンジカでしたが、近年、ニ
ホンジカ以外の野生動物、例えばイノシシやタヌキなどによる新たな被害が確認されて
います。何の野生動物による加害なのかが分からないと、適切な対策をすることが困難
になってきています。さらに、その加害獣の生息エリアの実態や分布が拡大するかどう
かの予測も行われていませんでした。
そこで、東京都農林総合研究センターでは、造林木を加害する野生動物の被害事例
をまとめ、その対策、今後の加害獣の分布拡大予測などを行い、これらの成果をとりま
とめました。 野生動物による造林木の被害対策に活用いただけましたらと存じます。

スギやヒノキ、広葉樹の苗木を植栽しています。しかし、再造林地に植栽された苗木の
一部は、野生動物によって被害を受けています。多摩地域の再造林地に出没した野生
動物の割合（
のため、造林木の主な加害獣は、ニホンジカによるものと考えられていました。ニホンジ
カ以外の野生動物には、ニホンザル、イノシシ、タヌキ、ノウサギが
ていますが、これらの野生動物の被害の実態やその分布は、よく分かっていませんでし
た。そこで、ニホンジカによる主な被害事例を紹介した後、イノシシやタヌキなど他の野
生動物による被害を紹介します。
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れ、植栽木は枯死します。時には１ｍぐらいの高さで折れることもあります。

徴は、切断面に繊維状のものが残ります。ニホンジカは、上の前歯がなく、葉を口に
はさんで引きちぎるためです。一方、少数ながらノウサギによる被害もあり、この特徴
は切り出しナイフで切ったようにシャープな切り口で見分けることができます。ノウサ
ギには、鋭い前歯が上下にあるためです。

東京都西部の多摩地域では、スギ・ヒノキなどの人工林を伐採した後、花粉の少ない
スギやヒノキ、広葉樹の苗木を植栽しています。しかし、再造林地に植栽された苗木の
一部は、野生動物によって被害を受けています。多摩地域の再造林地に出没した野生
動物の割合（2012年から2019年）は、ニホンジカが最も多く、44％を占めていました。そ
のため、造林木の主な加害獣は、ニホンジカによるものと考えられていました。ニホンジ
カ以外の野生動物には、ニホンザル、イノシシ、タヌキ、ノウサギが14％から9％を占め
ていますが、これらの野生動物の被害の実態やその分布は、よく分かっていませんでし
た。そこで、ニホンジカによる主な被害事例を紹介した後、イノシシやタヌキなど他の野
生動物による被害を紹介します。

多摩地域における野生動物の現状

延べ撮影頭数の割合

ニホンジカ

ニホンジカ

44%

ニホンザル

14%

イノシシ

13%
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9%
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9%

ニホンカモシカ

3%
その他

8%
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苗木の幹部への被害のほとんどは、オスジカの角によるものです。樹皮が剥がさ
れ、植栽木は枯死します。時には１ｍぐらいの高さで折れることもあります。

剥皮害

剥皮害で
落ちた枝葉

剥皮害に加えて
上部で折れた幹

これまでの造林木の主な被害はニホンジカ

スギやヒノキの苗木の葉の被害のほとんどは、ニホンジカによるものです。その特
徴は、切断面に繊維状のものが残ります。ニホンジカは、上の前歯がなく、葉を口に
はさんで引きちぎるためです。一方、少数ながらノウサギによる被害もあり、この特徴
は切り出しナイフで切ったようにシャープな切り口で見分けることができます。ノウサ
ギには、鋭い前歯が上下にあるためです。

ニホンジカ ノウサギ

のと
がささくれて、角の先を刺した後が幹に残ります。一方、ツキノワグマは、丸い彫刻刀を
４本程度そろえて彫ったような歯跡が縦方向に残ります。
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オスジカの角こすりの様子です。

な珍しい被害が発生しました。被害木の切断面は，
きちぎられたような特徴
ものでした。このイノシシ被害は、急斜面版シカ侵入防止柵
した。

ニホンジカ ツキノワグマ

幹が太い成木のスギやヒノキの幹部への被害は主に２つあり、オスジカの角によるも
のとツキノワグマの歯による、クマ剥ぎが見られます。オスジカの角によるものは、樹皮
がささくれて、角の先を刺した後が幹に残ります。一方、ツキノワグマは、丸い彫刻刀を
４本程度そろえて彫ったような歯跡が縦方向に残ります。
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センサーカメラを設置したところ、イノシシによる引きちぎりでした。

植栽した広葉樹（イロハモミジ、ケヤキ、クヌギ）の苗木の上部が欠落するという甚大
な珍しい被害が発生しました。被害木の切断面は，樹皮の一部が残存し、横方向に引
きちぎられたような特徴がありました。センサーカメラを設置したところ、イノシシによる
ものでした。このイノシシ被害は、急斜面版シカ侵入防止柵(新井 2008)で防止できま
した。

のシカ柵が多く用いられています。
ニホンジカは、このネットを噛み切
ることができませんが、この
が何度も噛まれた
の開いた穴からニホンジカが侵入
し、植栽木が被害を受けていまし
た。
ろ、
この被害は、タヌキに噛み切られ
ない丈夫な金属製などを用いるこ
とによって防止できます。

広葉樹苗木への新しい被害はイノシシ

広葉樹の被害。樹皮の一部が残存するのが特徴。

東京都農林総合研究センターで開発した急
斜面版シカ侵入防止柵（金網製）で囲ったと
ころ、被害はなくなりました。このシカ柵の下
部にはノウサギなどの侵入防止用に亀甲金
網も追加しました。
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シカ柵に近づきネットを咥えた２頭のタヌキ。

何度も噛まれた後に切られたネット。地際付近に多く見られました。

化学繊維製のシカ柵。高さは２ｍ。

シカ被害対策として化学繊維製
のシカ柵が多く用いられています。
ニホンジカは、このネットを噛み切
ることができませんが、このネット
が何度も噛まれた後、切られ、そ
の開いた穴からニホンジカが侵入
し、植栽木が被害を受けていまし
た。センサーカメラを設置したとこ
ろ、タヌキによる噛み切りでした。
この被害は、タヌキに噛み切られ
ない丈夫な金属製などを用いるこ
とによって防止できます。

繊維製のシカ柵がタヌキによって噛み切られ、その穴からニホンジカが侵入するという
間接的な被害が確認されましたが、これらの野生動物の分布は、不明でした。そこで、
センサーカメラの画像から、各動物の密度分布図を作成しました。

化学繊維製のシカ柵ネットの噛み切り被害はタヌキ

南部で高く
による被害が混在する可能性が高く、どの野生動物による加害なのかを的確に判別す
ることが求められます。さらに、このシカ低密度エリアほど、シカ柵にはタヌキなどに噛
み切られない金属製などの丈夫な素材を使用する必要があります。
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このように、ニホンジカ以外にノウサギやイノシシなどによる苗木への直接被害、化学
繊維製のシカ柵がタヌキによって噛み切られ、その穴からニホンジカが侵入するという
間接的な被害が確認されましたが、これらの野生動物の分布は、不明でした。そこで、
センサーカメラの画像から、各動物の密度分布図を作成しました。

イノシシやタヌキの分布は？

大傾向

ノウサギ

タヌキ

※ 図中の緑色の点は、センサーカメラ設置。

数値は、2018年における延べ撮影頭数/年/カメラ

ニホンジカの密度は、多摩の西部で高く、一方、ノウサギ、イノシシ、タヌキは、東部や
南部で高くなりました。したがって、ニホンジカの密度が低いところほど、他の野生動物
による被害が混在する可能性が高く、どの野生動物による加害なのかを的確に判別す
ることが求められます。さらに、このシカ低密度エリアほど、シカ柵にはタヌキなどに噛
み切られない金属製などの丈夫な素材を使用する必要があります。

イノシシ

単位：頭/年

奥多摩町

檜原村

青梅市

日の出町

あきる野市

八王子市
ニホンジカ
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多摩地域には、少数ながらニホンカモシカとツキノワグマも生息します。その分布は拡
大傾向にあり、今後、多摩地域全域に出没し、林業被害を及ぼすと予想されます。

ニホンカモシカとツキノワグマの分布は？

 　　表　１年間に撮影された延べ撮影頭数の比較

イノシシ

延べ撮影頭数の平均値 再造林地に

動物名 (頭/年) おける被害

ニホンジカ 93.3 あり

ニホンザル 30.4 －

イノシシ 26.9 稀

タヌキ 18.6 間接被害

ノウサギ 18.4 あり

ニホンカモシカ 7.8 あり

テン 4.7 －

キツネ 3.4 間接被害

アナグマ 2.9 間接被害

ハクビシン 2.3 間接被害

ツキノワグマ 1.6 (成木のクマ剥ぎ)

アライグマ 1.4 間接被害

　※ 間接被害は，シカ柵のネットの噛み切り

ニホンカモシカの分布の推移

ツキノワグマの分布の推移
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スギやヒノキの苗木を育成していた立川市の圃場で、散水チューブなど灌水装置の
被害が発生しました。センサーカメラを設置したところ、タヌキによるものでした。この
地には、ニホンジカやイノシシがいなかったので、防風ネットによるシンプルかつ低コ
ストの柵で防除できました。

参考：散水チューブなどの被害はタヌキ

散水チューブなど灌水装置の被害。チューブや電線などが切られました。

散水チューブ

散水チューブを咥えたタヌキ タヌキ対策用柵

対策後、柵に
立ち上がるタヌ
キ

表１　タヌキ対策用柵の資材
(100ｍあたり)

防風ネット
　　４mm目　幅1.5ｍ×50ｍ ２巻
直管パイプ
　　 径25.4mm×1.8ｍ 40本
ハウスバンド
　　幅10mm×200ｍ 0.5巻
結束バンド
　　幅3.6mm×150mm 240本
Ｕ字ピン
　　長さ200mm 20本
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